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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、塩基性ロイシンジッパー（bZIP）タンパク質の小規模ファミリーに属する転写因子をコードしています。この転写因子は、プロモーター領域に抗酸化応答エレメント（ARE）を含む遺伝子を制御します。これらの遺伝子の多くは、フリーラジカルの生成を含む損傷や炎症への応答に関与するタンパク質をコードしています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが特徴付けられています。[RefSeq提供、2015年9月],ドメイン：N末端に酸性活性化ドメイン、C末端にDNA結合ドメイン。,機能：標的遺伝子のプロモーター領域にある抗酸化応答エレメント（ARE）に結合する転写活性化因子。酸化ストレスに応答する遺伝子の協調的な上方制御に重要です。 βグロビン遺伝子座制御領域の過敏部位 2 のエンハンサー活性を媒介することにより、βグロビン クラスターの遺伝子の転写活性化に関与している可能性があります。,PTM:酸化ストレスに応答した PKC による Ser-40 のリン酸化により、NFE2L2 は細胞質阻害因子 KEAP1 から解離し、核への移行が促進されます。,類似性:bZIP ファミリーに属します。,類似性:bZIP ファミリーに属します。CNC サブファミリーです。,類似性:1 つの bZIP ドメインを含みます。,細胞内局在:ストレスのない状態では細胞質に存在し、求電子剤による誘導により核に移行します。,サブユニット:ヘテロ二量体。未知のタンパク質と DNA を結合する可能性があります。KEAP1 と相互作用します。成人の筋肉、腎臓、肺、肝臓、胎児の筋肉で最も高い発現を示します。
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	アセチルNrf2（K599）ポリクローナル抗体を用いたA549細胞のウェスタンブロット解析。抗体は1:1000に希釈した。二次抗体は1:20000に希釈した。
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